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開会の日時

年月日 平成27年２月20日 金曜日

開 会 午後１時31分

散 会 午後１時45分

場 所

第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係諸問題の調査及び対策の樹立

（米軍機の安全管理と事故の再発防止及び米軍人・軍属等に対する綱紀粛正

の徹底を求める意見書、同抗議決議について）

出 席 委 員

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 又 吉 清 義 君

委 員 仲宗根 悟 君

委 員 新 里 米 吉 君

委 員 玉 城 義 和 君

委 員 嘉 陽 宗 儀 君

委 員 比 嘉 京 子 さん

委 員 具志堅 徹 君



- 2 -
H27.02.20-01

米軍基地関係特別委員会記録

委員外議員 なし

欠 席 委 員

仲 田 弘 毅 君

具 志 孝 助 君

呉 屋 宏 君

、 。○新垣清涼委員長 ただいまから 米軍基地関係特別委員会を開会いたします

本委員会付議事件に係る米軍機の安全管理と事故の再発防止及び米軍人・軍

属等に対する綱紀粛正の徹底を求める意見書及び同抗議決議を議題といたしま

す。

休憩いたします。

（休憩中に、去る13日の委員会で意見書の提出等について持ち帰って検

討するとした自民党に検討結果を確認したところ、リバティー制度の

あり方については飲食業界等に与える影響なども考慮して考える必要

があると考えていることから、記の５番目で同制度の緩和措置の撤廃

を求める部分については削除を求めたいとの意見があった。これにつ

いては、実際に飲酒絡みの事件・事故が発生している現状では何らか

の規制を求めることは必要であるとの意見があり、協議した結果、記

の４番目を「米軍人・軍属等の綱紀粛正を徹底的に行うよう求めるこ

と」から「米軍人・軍属等の綱紀粛正と実効性のある規制・指導を行

うよう求めること」に修正し、記の５番目を削除した上で、議員提出

議案として案のとおり意見書及び抗議決議を提出することで意見の一

致を見た。また、提案者は本委員会の全委員とし、本委員会に所属し

ていない無所属の議員にも呼びかけること、提案理由説明者は委員長

とすること、要請方法は本島内は直接要請、県外は郵送とし、本島内

の要請に際しては米軍基地関係特別委員会の委員を派遣するよう議長

に申し入れること及び本意見書の趣旨の変更を伴わない字句の修正等

については委員長に一任することについて意見の一致を見た ）。
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再開いたします。○新垣清涼委員長

議員提出議案としての米軍機の安全管理と事故の再発防止及び米軍人・軍属

等に対する綱紀粛正の徹底を求める意見書及び同抗議決議の提出については、

休憩中に御協議いたしましたとおり決することに御異議ありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○新垣清涼委員長

よって、さよう決定いたしました。

以上で、本日の議題は全て終了いたしました。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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